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(54)【発明の名称】 画像表示装置およびその駆動方法並びにその選択表示方法

(57)【要約】
【課題】従来の液晶表示装置の問題点を解消し、外光条
件や画像の種類等によって、コントラスト、明るさ、色
再現範囲等が低下せず、高い表示品位を実現した画像表
示装置を提供する。
【解決手段】本発明の画像表示装置は、一対の基板１，
２間に、有機化合物から構成される発光材料部３と、液
晶材料部４とを介在させるようにした。そして、必要に
応じて発光材料部３で表示するか、あるいは液晶材料部
４で表示するかを選択できるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】    互いに対向した状態で配置された、複
数の、表面に電極が形成された基板と、
前記複数の基板の間に介在した、有機化合物から構成さ
れる発光材料部と、液晶材料部とを有することを特徴と
する画像表示装置。
【請求項２】    請求項１に記載の画像表示装置であっ
て、
前記複数の基板のうちのいずれか１つの基板の表面に、
駆動回路が形成されていることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項３】    表面に電極が形成された第１の基板
と、
前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成された第
２の基板と、
前記第１基板と第２基板との間に、両基板の対向方向と
直交した方向に並んだ状態で介在した、有機化合物から
構成される発光材料部と液晶材料部とを有することを特
徴とする画像表示装置。
【請求項４】    請求項３に記載の画像表示装置であっ
て、
前記第１基板または第２基板の表面に、駆動回路が形成
されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】    請求項３に記載の画像表示装置であっ
て、
前記第１基板または第２基板の表面の液晶材料部に対応
する部分に、液晶材料駆動用のアクティブ素子が行方向
および列方向に並んだ状態で配置されており、
前記第１基板または第２基板の表面の発光材料部に対応
する部分に、発光材料駆動用のアクティブ素子が行方向
および列方向に並んだ状態で配置されている、ことを特
徴とする画像表示装置。
【請求項６】    請求項３に記載の画像表示装置であっ
て、
前記第１基板および第２基板の表面の液晶材料部に対応
する部分に形成された電極がともにストライプ状電極で
あり、かつそれぞれのストライプ状電極は、互いに対向
した状態でそれぞれの長手方向が交差するように配置さ
れており、
前記第１基板および第２基板の表面の発光材料部に対応
する部分に形成された電極がともにストライプ状電極で
あり、かつそれぞれのストライプ状電極は、互いに対向
した状態でそれぞれの長手方向が交差するように配置さ
れている、ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項７】    請求項３に記載の画像表示装置であっ
て、
前記第１基板または第２基板の表面の液晶材料部に対応
する部分に、液晶材料駆動用のアクティブ素子が行方向
および列方向に並んだ状態で配置されており、
前記第１基板および第２基板の表面の発光材料部に対応
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する部分に形成された電極がともにストライプ状電極で
あり、かつそれぞれのストライプ状電極は、互いに対向
した状態でそれぞれの長手方向が交差するように配置さ
れている、ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】    請求項３に記載の画像表示装置であっ
て、
前記第１基板および第２基板の表面の液晶材料部に対応
する部分に形成された電極がともにストライプ状電極で
あり、かつそれぞれのストライプ状電極は、互いに対向
した状態でそれぞれの長手方向が交差するように配置さ
れており、
前記第１基板または第２基板の表面の発光材料部に対応
する部分に、発光材料駆動用のアクティブ素子が行方向
および列方向に並んだ状態で配置されており、ことを特
徴とする画像表示装置。
【請求項９】    請求項５，７または８記載の画像表示
装置であって、
前記アクティブ素子が、薄膜トランジスタ素子であるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項１０】    請求項５，７または８記載の画像表
示装置であって、
前記アクティブ素子が、薄膜ダイオード素子であること
を特徴とする画像表示装置。
【請求項１１】    請求項３に記載の画像表示装置であ
って、
前記第１基板または第２基板と、発光材料部および／ま
たは液晶材料部との間に、反射板を配置したことを特徴
とする画像表示装置。
【請求項１２】    請求項１１に記載の画像表示装置で
あって、
前記反射板が、光散乱性を備えていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項１３】    請求項３に記載の画像表示装置であ
って、
前記第１基板または第２基板の表面に形成された電極
が、光反射性を備えていることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項１４】    請求項１３に記載の画像表示装置で
あって、
前記光反射性を備えた電極が、光散乱性を備えているこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項１５】    請求項３に記載の画像表示装置であ
って、
前記液晶材料部と発光材料部とが別個にシールされてい
ることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１６】    請求項３に記載の画像表示装置であ
って、
前記液晶材料部と発光材料部とが互いに接触した状態で
シールされていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１７】    請求項３に記載の画像表示装置であ
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って、
前記発光材料部と液晶材料部とが表示単位毎に存在して
いることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１８】    請求項３に記載の画像表示装置であ
って、
前記発光材料部と液晶材料部とが単位画素毎にチェック
状に存在していることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１９】    請求項１～１８のいずれか一項に記
載の画像表示装置であって、
前記発光材料部を駆動させて画像を表示するか、あるい
は前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するかを自動
的に選択するための自動選択手段を具備したことを特徴
とする画像表示装置。
【請求項２０】    請求項１９に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
部と、
前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項２１】    請求項１９に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
動画か静止画かを識別するための画像識別部と、
前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項２２】    表面に電極が形成された第１の基板
と、
前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成された第
２の基板と、
前記第１基板と第２基板との間に、両基板の対向方向と
同一の方向に並んだ状態で介在した、有機化合物から構
成される発光材料部と液晶材料部とを有することを特徴
とする画像表示装置。
【請求項２３】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第２基板の表面に、駆動回路が形成
されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２４】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第２基板の表面に、アクティブ素子
が行方向および列方向に並んだ状態で配置されている、
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２５】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板および第２基板の表面に形成された電極が
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ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されている、ことを特徴とする
画像表示装置。
【請求項２６】    請求項２４に記載の画像表示装置で
あって、
前記アクティブ素子が、薄膜トランジスタ素子であるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項２７】    請求項２４に記載の画像表示装置で
あって、
前記アクティブ素子が、薄膜ダイオード素子であること
を特徴とする画像表示装置。
【請求項２８】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第２基板の表面に形成された電極
が、光反射性を備えていることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項２９】    請求項２８に記載の画像表示装置で
あって、
前記光反射性を備えた電極が、光散乱性を備えているこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項３０】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記発光材料部と液晶材料部との間に、反射板が配置さ
れていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３１】    請求項２２に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第２基板と、前記発光材料部または
液晶材料部との間に、反射板が配置されていることを特
徴とする画像表示装置。
【請求項３２】    請求項３０または３１に記載の画像
表示装置であって、
前記反射板が、光散乱性を備えていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項３３】    請求項３０または３１に記載の画像
表示装置であって、
前記反射板が、透過部と反射部とを有するものであるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項３４】    請求項３３に記載の画像表示装置で
あって、
前記反射部が、光散乱性を備えていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項３５】    請求項２２～３４のいずれか一項に
記載の画像表示装置であって、
前記発光材料部を主に駆動させて画像を表示するか、あ
るいは前記液晶材料部を主に駆動させて画像を表示する
かを自動的に選択するための自動選択手段を具備したこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項３６】    請求項３５に記載の画像表示装置で
あって、
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前記自動選択手段が、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
部と、
前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項３７】    請求項３５に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
動画か静止画かを識別するための画像識別部と、
前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項３８】    表面に電極が形成された第１の基板
と、
前記第１基板に対向した状態で配置された、基板両面に
電極が形成された第３の基板と、
前記第３基板に対向した状態で配置された、表面に電極
が形成された第２の基板と、
前記第１基板と第３基板との間に介在した、有機化合物
から構成される発光材料部と、
前記第３基板と第２基板との間に介在した、液晶材料部
と、を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項３９】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板、第２基板または第３基板の表面に、駆動
回路が形成されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項４０】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第３基板の表面に、アクティブ素子
が行方向および列方向に並んだ状態で配置されており、
前記第２基板または第３基板の表面に、アクティブ素子
が行方向および列方向に並んだ状態で配置されている、
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４１】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板および第３基板の表面に形成された電極が
ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されており、
前記第２基板および第３基板の表面に形成された電極が
ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されている、ことを特徴とする
画像表示装置。
【請求項４２】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板または第３基板の表面に、アクティブ素子
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が行方向および列方向に並んだ状態で配置されており、
前記第２基板および第３基板の表面に形成された電極が
ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されている、ことを特徴とする
画像表示装置。
【請求項４３】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第１基板および第３基板の表面に形成された電極が
ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されており、
前記第２基板または第３基板の表面に、アクティブ素子
が行方向および列方向に並んだ状態で配置されている、
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４４】    請求項４０，４２または４３に記載
の画像表示装置であって、
前記アクティブ素子が、薄膜トランジスタ素子であるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項４５】    請求項４０，４２または４３に記載
の画像表示装置であって、
前記アクティブ素子が、薄膜ダイオード素子であること
を特徴とする画像表示装置。
【請求項４６】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第３基板と、前記液晶材料部および／または発光材
料部との間に、反射板を配置したことを特徴とする画像
表示装置。
【請求項４７】    請求項４６に記載の画像表示装置で
あって、
前記反射板が、光散乱性を備えていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項４８】    請求項３８に記載の画像表示装置で
あって、
前記第３基板の両面に形成された電極が、光反射性を備
えていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項４９】    請求項４８に記載の画像表示装置で
あって、
前記光反射性を備えた電極が、光散乱性を備えているこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項５０】    請求項３８～４９のいずれか一項に
記載の画像表示装置であって、
前記発光材料部を駆動させて画像を表示するか、あるい
は前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するかを自動
的に選択するための自動選択手段を具備したことを特徴
とする画像表示装置。
【請求項５１】    請求項５０に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
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7
部と、
前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項５２】    請求項５０に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
動画か静止画かを識別するための画像識別部と、
前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部と、を有することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項５３】    互いに対向した状態で配置された、
５枚以上の、表面に電極が形成された基板と、
前記５枚以上の基板によって形成される間隙のうち最も
外側の間隙のいずれか一方の間隙に配置された、液晶材
料部と、
前記間隙のうちの他の間隙にそれぞれ配置された、発光
スペクトルが互いに異なる３つ以上の発光材料部と、
前記液晶材料部と発光材料部との間に介在する前記基板
の表面に配置された、反射部と透過部とを有する反射板
と、を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項５４】    請求項５３に記載の画像表示装置で
あって、
前記５枚以上の基板のうちのいずれか１枚の基板の表面
に駆動回路が形成されていることを特徴とする画像表示
装置。
【請求項５５】    請求項５３に記載の画像表示装置で
あって、
前記反射部が、光散乱性を備えていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項５６】    請求項５３～５５のいずれか一項に
記載の画像表示装置であって、
前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するか、前記液
晶材料部と発光材料部とを駆動させて画像を表示するか
を自動的に選択するための自動選択手段を具備したこと
を特徴とする画像表示装置。
【請求項５７】    請求項５６に記載の画像表示装置で
あって、
前記自動選択手段が、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
部と、
前記外光検出部の検出結果に応じて、液晶材料部を駆動
させるか、あるいは液晶材料部と発光材料部の両方とも
駆動させるかを自動的に切り換えるための自動スイッチ
部と、
を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項５８】    請求項１～５７のいずれか一項に記
載の画像表示装置であって、前記液晶材料部が、ＴＮ液
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晶材料から構成されていることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項５９】    請求項１～５７のいずれか一項に記
載の画像表示装置であって、前記液晶材料部が、ゲスト
－ホスト型液晶材料、高分子分散型液晶材料、またはポ
リマーネットワーク型液晶材料から構成されていること
を特徴とする画像表示装置。
【請求項６０】    互いに対向した状態で配置された、
複数の、表面に電極が形成された基板と、前記複数の基
板の間に介在した、有機化合物から構成される発光材料
部と、液晶材料部とを有する画像表示装置の駆動方法で
あって、
前記発光材料部と液晶材料部とが異種の駆動形式で駆動
することを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６１】    請求項６０に記載の画像表示装置の
駆動方法であって、
前記発光材料部の駆動がアクティブマトリックス駆動で
あり、かつ前記液晶材料部の駆動が単純マトリックス駆
動であることを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６２】    請求項６０に記載の画像表示装置の
駆動方法であって、
前記発光材料部の駆動が単純マトリックス駆動であり、
かつ前記液晶材料部の駆動がアクティブマトリックス駆
動であることを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６３】    互いに対向した状態で配置された、
複数の、表面に電極が形成された基板と、前記複数の基
板の間に介在した、有機化合物から構成される発光材料
部と、液晶材料部とを有する画像表示装置の駆動方法で
あって、
前記発光材料部と液晶材料部とが同種の駆動形式で駆動
することを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６４】    請求項６３に記載の画像表示装置の
駆動方法であって、前記発光材料部と液晶材料部の駆動
が、ともにアクティブマトリックス駆動であることを特
徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６５】    請求項６３に記載の画像表示装置の
駆動方法であって、
前記発光材料部と液晶材料部の駆動が、ともに単純マト
リックス駆動であることを特徴とする画像表示装置の駆
動方法。
【請求項６６】    互いに対向した状態で配置された、
５枚以上の、表面に電極が形成された基板と、前記５枚
以上の基板によって形成される間隙のうち最も外側の間
隙のいずれか一方の間隙に配置された、液晶材料部と、
前記間隙のうちの他の間隙にそれぞれ配置された、発光
スペクトルが互いに異なる３つ以上の発光材料部と、前
記液晶材料部と発光材料部との間に介在した前記基板の
表面に配置された、反射部と透過部とを有する反射板と
を有する画像表示装置の駆動方法であって、
前記３つ以上の発光材料部を時分割駆動するとともに、



(6) 特開２００３－２９２４０

10

20

30

40

50

9
この時分割駆動に合わせて液晶材料部を駆動することを
特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項６７】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成され
た第２の基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両
基板の対向方向と直交した方向に並んだ状態で介在し
た、有機化合物から構成される発光材料部と液晶材料部
とを具備し、表示面に到達する外光の光量を検出するた
めの外光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じ
て、発光材料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に
切り換えるための自動スイッチ部とを有する自動選択手
段を具備した画像表示装置の選択表示方法であって、
前記外光検出部によって外光が乏しいと判定された場合
には前記自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を
駆動させて画像を表示し、前記外光検出部によって外光
が豊富と判定された場合には前記自動スイッチ部により
切り換えて液晶材料部を駆動させて画像を表示すること
を特徴とする画像表示装置の選択表示方法。
【請求項６８】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成され
た第２の基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両
基板の対向方向と直交した方向に並んだ状態で介在し
た、有機化合物から構成される発光材料部と液晶材料部
とを具備し、動画か静止画かを識別するための画像識別
部と、前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部
の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるため
の自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具備した画
像表示装置の選択表示方法であって、
前記画像識別部によって動画と判定された場合には前記
自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を駆動させ
て画像を表示し、前記画像識別部によって静止画と判定
された場合には前記自動スイッチ部により切り換えて液
晶材料部を駆動させて画像を表示することを特徴とする
画像表示装置の選択表示方法。
【請求項６９】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成され
た第２の基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両
基板の対向方向と同一の方向に並んだ状態で介在した、
有機化合物から構成される発光材料部と液晶材料部とを
具備し、表示面に到達する外光の光量を検出するための
外光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発
光材料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換
えるための自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具
備した画像表示装置の選択表示方法であって、
前記外光検出部によって外光が乏しいと判定された場合
には前記自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を
主に駆動させて画像を表示し、前記外光検出部によって
外光が豊富と判定された場合には前記自動スイッチ部に
より切り換えて液晶材料部を主に駆動させて画像を表示
することを特徴とする画像表示装置の選択表示方法。
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【請求項７０】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１の基板に対向した、表面に電極が形成され
た第２の基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両
基板の対向方向と同一の方向に並んだ状態で介在した、
有機化合物から構成される発光材料部と液晶材料部とを
具備し、動画か静止画かを識別するための画像識別部
と、前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の
駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための
自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具備した画像
表示装置の選択表示方法であって、
前記画像識別部によって動画と判定された場合には前記
自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を主に駆動
させて画像を表示し、前記画像識別部によって静止画と
判定された場合には前記自動スイッチ部により切り換え
て液晶材料部を主に駆動させて画像を表示することを特
徴とする画像表示装置の選択表示方法。
【請求項７１】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１基板に対向した状態で配置された、基板両
面に電極が形成された第３の基板と、前記第３基板に対
向した状態で配置された、表面に電極が形成された第２
の基板と、前記第１基板と第３基板との間に介在した、
有機化合物から構成される発光材料部と、前記第３基板
と第２基板との間に介在した、液晶材料部とを具備し、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部
の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるため
の自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具備した画
像表示装置の選択表示方法であって、
前記外光検出部によって外光が乏しいと判定された場合
には前記自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を
駆動させて画像を表示し、前記外光検出部によって外光
が豊富と判定された場合には前記自動スイッチ部により
切り換えて液晶材料部を駆動させて画像を表示すること
を特徴とする画像表示装置の選択表示方法。
【請求項７２】    表面に電極が形成された第１の基板
と、前記第１基板に対向した状態で配置された、基板両
面に電極が形成された第３の基板と、前記第３基板に対
向した状態で配置された、表面に電極が形成された第２
の基板と、前記第１基板と第３基板との間に介在した、
有機化合物から構成される発光材料部と、前記第３基板
と第２基板との間に介在した、液晶材料部とを具備し、
動画か静止画かを識別するための画像識別部と、前記画
像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動と液晶
材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動スイッ
チ部とを有する自動選択手段を具備した画像表示装置の
選択表示方法であって、
前記画像識別部によって動画と判定された場合には前記
自動スイッチ部により切り換えて発光材料部を駆動させ
て画像を表示し、前記画像識別部によって静止画と判定
された場合には前記自動スイッチ部により切り換えて液
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11
晶材料部を駆動させて画像を表示することを特徴とする
画像表示装置の選択表示方法。
【請求項７３】    互いに対向した状態で配置された、
５枚以上の、表面に電極が形成された基板と、前記５枚
以上の基板によって形成される間隙のうち最も外側の間
隙のいずれか一方の間隙に配置された、液晶材料部と、
前記間隙のうちの他の間隙にそれぞれ配置された、発光
スペクトルが互いに異なる３つ以上の発光材料部と、前
記液晶材料部と発光材料部との間に介在した前記基板の
表面に配置された、反射部と透過部とを有する反射板と
を具備し、表示面に到達する外光の光量を検出するため
の外光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、
液晶材料部を駆動させるか、あるいは液晶材料部と発光
材料部の両方とも駆動させるかを自動的に切り換えるた
めの自動スイッチ部と有する自動選択手段を具備した画
像表示装置の選択表示方法であって、
前記外光検出部によって外光が乏しいと判定された場合
には前記自動スイッチ部により切り換えて発光材料部と
液晶材料部とを駆動させて画像を表示し、前記外光検出
部によって外光が豊富と判定された場合には前記自動ス
イッチ部により切り換えて前記液晶材料部を駆動させて
画像を表示することを特徴とする画像表示装置の選択表
示方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、携帯電話や携帯情
報端末等に用いられる画像表示装置およびその駆動方法
並びにその選択表示方法に関するものであり、詳しくは
液晶表示素子と有機エレクトロルミネッセンス素子（有
機ＥＬ素子）とを用いた画像表示装置およびその駆動方
法並びにその選択表示方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】画像表示装置としては、ＣＲＴ、液晶表
示装置等が広く知られているが、なかでも携帯性や省ス
ペース化が可能な液晶表示装置に対する関心が高い。液
晶表示装置については、高輝度で、かつ低消費電力化を
実現したものが求められている。このような要求に対し
て、太陽光や照明光等の外光を反射板により反射させ、
液晶材料によって光の制御を行う方式（反射型液晶表示
装置）が普及してきたが、外光が乏しい環境でも使用可
能とするために補助光源を用いた方式が多い。なかで
も、フロントライトユニットを取り付けた方式（フロン
トライト方式）と、バックライトユニットを取り付けた
方式（バックライト方式）が現在のところ主流となって
いる。
【０００３】ここで、フロントライト方式とは、導光板
と光源とからなるフロントライトユニットと、液晶材料
部と、反射板とをこの順で積層した構成のものを用い、
外光が乏しい場合には、フロントライトユニットからの
照明光を反射板で反射させ、その反射光を印加電圧に応
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じた液晶材料の挙動により制御して画像表示を行う方式
である。一方、バックライト方式は、表示面側から、液
晶材料部と、透過部と反射部とを有する反射板（半透過
半反射板）と、バックライトユニットとをこの順で積層
した構成のものを用い、外光が乏しい場合には、バック
ライトユニットからの照明光を、半透過半反射板を透過
させ、その透過光を印加電圧に応じた液晶材料の挙動に
より制御して画像表示を行う方式である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、現在主
流となっている両方式には、以下の課題があった。ま
ず、フロントライト方式には、フロントライト点灯時、
導光板の前方および後方に光が出射するので、コントラ
ストが低下したり画像が白色化したりするといった課題
があった。
【０００５】一方、バックライト方式には、バックライ
トの点灯時と非点灯時で液晶材料部における光路長が異
なるので、透過モードと反射モードで変調率を同等にす
ることができず、その結果としていずれかのモードでコ
ントラストが低下するという課題があった。この課題を
解決すべく、透過部と反射部で液晶材料部の厚みが異な
るマルチギャップ構造を導入することが提案されている
が、反射モードと透過モードで同一の光学構成、すなわ
ち偏光板や位相差板の構成であるので、明るさが充分で
ないという課題がある。さらには、カラー表示に際して
透過モードと反射モードで同一のカラーフィルタを用い
るので、色再現範囲がどちらかのモードに偏ってしまう
という課題があった。
【０００６】また、フロントライトやバックライトとし
て使用する補助光源は消費電力が大きく、特に携帯情報
端末や携帯電話等の携帯機器に用いると、その動作時間
が短縮されてしまうといった課題があった。
【０００７】さらに、現在普及している液晶表示装置
は、ＣＲＴ等の画像表示装置に比べ応答速度が遅いの
で、動画を表示した際残像が見えやすい等の課題があっ
た。
【０００８】本発明は、このような事情に鑑みなされた
ものであり、その目的は、従来の液晶表示装置の問題点
を解消し、外光条件や画像の種類等によって、コントラ
スト、明るさ、色再現範囲等が低下せず、高い表示品位
を実現した画像表示装置およびその駆動方法並びにその
選択表示方法を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に、請求項１に記載の画像表示装置は、互いに対向した
状態で配置された、複数の、表面に電極が形成された基
板と、前記複数の基板の間に介在した、有機化合物から
構成される発光材料部と、液晶材料部とを有することを
特徴とする。
【００１０】上記構成のように、１つの装置内に自発光
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型である発光材料部と非自発光型である液晶材料部とを
設置すれば、場合に応じて発光材料部で画像表示を行っ
たり、液晶材料部で画像表示を行ったりすることができ
る。その結果、外光条件や画像の種類等によって表示品
位が低下しないものとなる。すなわち、場合に応じて適
切な表示モードを選択することにより、コントラストが
良好で、明るく、色再現範囲の広い画像表示を行うこと
ができるものとなる。さらに、本装置では、発光材料部
の駆動に際しバックライトが不要なので、装置全体とし
て低消費電力化を図ることができる。
【００１１】ここで、「複数の基板の間に介在した」と
は、前記液晶材料部と発光材料部が同一の間隙（複数の
基板によって形成される）に存在していてもよいし、あ
るいは間隙が複数存在する場合には異なる間隙に存在し
ていてもよいという趣旨である。
【００１２】請求項２に記載の画像表示装置は、請求項
１に記載の画像表示装置であって、前記複数の基板のう
ちのいずれか１つの基板の表面に、駆動回路が形成され
ていることを特徴とする。
【００１３】上記構成のように、１つの基板にのみ駆動
回路が形成されておれば、製造効率の点で有利である。
特に、ＴＦＴ、金属配線等と同一の基板に形成されてお
れば、その効果はより大きい。
【００１４】請求項３に記載の画像表示装置は、表面に
電極が形成された第１の基板と、前記第１の基板に対向
した、表面に電極が形成された第２の基板と、前記第１
基板と第２基板との間に、両基板の対向方向と直交した
方向に並んだ状態で介在した、有機化合物から構成され
る発光材料部と液晶材料部とを有することを特徴とす
る。
【００１５】上記構成のように、一対の基板間に発光材
料部と液晶材料部とを並設すれば、片面が表示面となっ
た表示品位の高い薄型の画像表示装置を提供できる。
【００１６】請求項４に記載の画像表示装置は、請求項
３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板または
第２基板の表面に、駆動回路が形成されていることを特
徴とする。上記構成のように、１つの基板にのみ駆動回
路が形成されておれば、製造効率の点で有利である。特
に、ＴＦＴ、金属配線等と同一の基板に形成されておれ
ば、その効果はより大きい。
【００１７】請求項５に記載の画像表示装置は、請求項
３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板または
第２基板の表面の液晶材料部に対応する部分に、液晶材
料駆動用のアクティブ素子が行方向および列方向に並ん
だ状態で配置されており、前記第１基板または第２基板
の表面の発光材料部に対応する部分に、発光材料駆動用
のアクティブ素子が行方向および列方向に並んだ状態で
配置されていることを特徴とする。
【００１８】上記構成のように、発光材料部にアクティ
ブマトリックス素子を用い、かつ液晶材料部にもアクテ
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ィブマトリックス素子を用い、両部分をともにアクティ
ブマトリックス駆動で駆動させれば、応答速度、視野
角、コントラスト等がより良好な画像表示装置を提供で
きる。
【００１９】請求項６に記載の画像表示装置は、請求項
３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板および
第２基板表面の液晶材料部に対応する部分に形成された
電極がともにストライプ状電極であり、かつそれぞれの
ストライプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの
長手方向が交差するように配置されており、前記第１基
板および第２基板表面の発光材料部に対応する部分に形
成された電極がともにストライプ状電極であり、かつそ
れぞれのストライプ状電極は、互いに対向した状態でそ
れぞれの長手方向が交差するように配置されていること
を特徴とする。
【００２０】上記構成のように、発光材料部にストライ
プ状電極を用い、かつ液晶材料部にもストライプ状電極
を用い、両部分をともに単純マトリックス駆動で駆動さ
せても良好な画像表示を行うことができる。このような
画像表示装置は、ＴＦＴ等のスイッチング素子を用いた
画像表示装置よりも低コストで製造できるので、安価な
製品を提供できる。
【００２１】請求項７に記載の画像表示装置は、請求項
３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板または
第２基板の表面の液晶材料部に対応する部分に、液晶材
料駆動用のアクティブ素子が行方向および列方向に並ん
だ状態で配置されており、前記第１基板および第２基板
の表面の発光材料部に対応する部分に形成された電極が
ともにストライプ状電極であり、かつそれぞれのストラ
イプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれの長手方
向が交差するように配置されていることを特徴とする。
【００２２】上記構成のように、液晶材料部にアクティ
ブマトリックス素子を用い、発光材料部にストライプ状
電極を用いるようにして、両部分を異種の駆動形式で駆
動させても、表示品位の高い画像表示装置となる。
【００２３】請求項８に記載の画像表示装置は、請求項
３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板および
第２基板の表面の液晶材料部に対応する部分に形成され
た電極がともにストライプ状電極であり、かつそれぞれ
のストライプ状電極は、互いに対向した状態でそれぞれ
の長手方向が交差するように配置されており、前記第１
基板または第２基板の表面の発光材料部に対応する部分
に、発光材料駆動用のアクティブ素子が行方向および列
方向に並んだ状態で配置されていることを特徴とする。
【００２４】上記構成のように、液晶材料部にストライ
プ状電極を用い、発光材料部にアクティブマトリックス
素子を用いるようにして、両部分を異種の駆動形式で駆
動させても、表示品位の高い画像表示装置となる。
【００２５】前記アクティブ素子として、薄膜トランジ
スタ素子、薄膜ダイオード素子を用いることが好まし
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い。これらをスイッチング素子として用いれば、画素毎
に精密な制御を行えるので、表示品位の高い画像が表示
できる。
【００２６】請求項１１に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板また
は第２基板と、発光材料部および／または液晶材料部と
の間に、反射板を配置したことを特徴とする。このよう
に反射板を配置すれば外光が利用できるので、より低消
費電力化を実現した画像表示装置を提供できる。特に、
反射板として光散乱性を備えたものを用いれば、外光が
表示面で反射して、画像表示が見づらくなるといったこ
とがなくなる。
【００２７】請求項１３に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記第１基板また
は第２基板の表面に配置された電極が、光反射性を備え
ていることを特徴とする。このように電極として光反射
性を備えたものを用いれば、反射板を別途配置しなくと
もよいので、薄型でかつ低消費電力の画像表示装置とな
る。特に、反射電極として、光散乱性を備えたものを用
いれば、外光が表示面で反射して、液晶材料部による画
像表示が見づらくなるといったことがなくなる。
【００２８】請求項１５に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記液晶材料部と
発光材料部とが別個にシールされていることを特徴とす
る。このように別個にシールされていると、一方の駆動
に際し他方が影響することがないので、液晶材料部と発
光材料部のそれぞれが別個独立に駆動する画像表示装置
となる。
【００２９】請求項１６に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記液晶材料部と
発光材料部とが互いに接触した状態でシールされている
ことを特徴とする。このようにシールされていると、表
示面にシール部に由来する非表示部が存在しないので、
大画面で画像表示できる。
【００３０】請求項１７に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記発光材料部と
液晶材料部とが表示単位毎に存在していることを特徴と
する。このように発光材料部と液晶材料部とがそれぞれ
独立して一画面を構成するようにすると、例えば発光材
料部では動画を、液晶材料部では静止画を表示するよう
な画像表示装置を提供できる。なお、この画像表示装置
は、発光材料部と液晶材料部の両方を駆動させて、１種
の画像を表示する態様で用いることも可能である。ここ
に、表示単位とは、表示面に表示された画像を観察者が
認識可能な大きさをいう。
【００３１】請求項１８に記載の画像表示装置は、請求
項３に記載の画像表示装置であって、前記発光材料部と
液晶材料部とが単位画素毎にチェック状に存在している
ことを特徴とする。このように発光材料部と液晶材料部
がチェック状に分布していると、一方のみで画像を表示
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したとしても大画像を表示できる。ここに、単位画素と
は、独立な情報をもつ部分をいいう。
【００３２】請求項１９に記載の画像表示装置は、請求
項１～１８のいずれか一項に記載の画像表示装置であっ
て、前記発光材料部を駆動させて画像を表示するか、あ
るいは前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するかを
自動的に選択するための自動選択手段を具備したことを
特徴とする。
【００３３】上記構成のように、１つの装置内に発光材
料部と液晶材料部とを有し、かつ上記自動選択手段を具
備しておれば、観察者は、外光条件や画像の種類等に適
切に対応した画像を簡便に観ることができる。
【００３４】請求項２０に記載の画像表示装置は、請求
項１９に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、表示面に到達する外光の光量を検出するための外
光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光
材料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換え
るための自動スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００３５】上記構成のように、外光の光量を指標とし
た自動選択手段を具備した画像表示装置であれば、外光
条件に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観る
ことができる。
【００３６】請求項２１に記載の画像表示装置であっ
て、請求項１９に記載の画像表示装置であって、前記自
動選択手段が、動画か静止画かを識別するための画像識
別部と、前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料
部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるた
めの自動スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００３７】上記構成のように、画像情報を指標として
液晶材料部を駆動させて画像を表示するかあるいは発光
材料部を駆動させて画像を表示するかを選択する自動選
択手段を有する画像表示装置であれば、それぞれの部分
が得意とする画像を表示することができるので、高品質
な画像表示装置となる。具体的には、発光材料部は応答
速度がはやいという特徴を有するので、動画表示に優れ
ており、液晶材料部は画質が綺麗という特徴を有するの
で、静止画表示に優れていることから、前記自動選択手
段によって発光材料部で動画を、液晶材料部で静止画を
表示するようにすれば、それぞれの部分の特徴を生かし
た画像表示装置を提供できる。
【００３８】請求項２２に記載の画像表示装置は、表面
に電極が形成された第１の基板と、前記第１の基板に対
向した、表面に電極が形成された第２の基板と、前記第
１基板と第２基板との間に、両基板の対向方向と同一の
方向に並んだ状態で介在した、有機化合物から構成され
る発光材料部と液晶材料部とを有することを特徴とす
る。
【００３９】上記構成のように、１つの装置内に、発光
材料部と液晶材料部とが基板の対向方向と同一の方向に
積層した状態で設置すれば、表示面が分割されないの
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で、上述した画像表示装置のように、表示面が小さくな
るといったことがない。また、外光条件や画像の種類等
によって適切な表示モードを選択することにより、コン
トラストが良好で、明るく、色再現範囲の広い画像表示
を行うことができる画像表示装置となる。さらに、本装
置では、発光材料部の駆動に際しバックライトが不要で
あるので、装置全体として低消費電力化を図ることがで
きる。
【００４０】請求項２３に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第２基板の表面に、駆動回路が形成されていること
を特徴とする。上記構成のように、一方の基板にのみ駆
動回路が形成されておれば、製造効率の点で有利であ
る。特に、ＴＦＴ、金属配線等と同一の基板に形成され
ておれば、その効果はより大きい。
【００４１】請求項２４に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第２基板の表面に、アクティブ素子が行方向および
列方向に並んだ状態で配置されていることを特徴とす
る。
【００４２】上記構成のように、液晶材料部と発光材料
部の駆動に際しアクティブマトリックス素子を用いれ
ば、応答速度、視野角、コントラスト等がより良好とな
る。
【００４３】請求項２５に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記第１基板お
よび第２基板の表面に形成された電極がともにストライ
プ状電極であり、かつそれぞれのストライプ状電極は、
互いに対向した状態でそれぞれの長手方向が交差するよ
うに配置されていることを特徴とする。
【００４４】上記構成のように、液晶材料部と発光材料
部の駆動に際しストライプ状電極を用いれば、発光材料
部と液晶材料部とを単純マトリックス駆動で画像表示を
行うことになる。このような画像表示装置は、ＴＦＴ等
のスイッチング素子を用いた画像表示装置よりも低コス
トで製造できるので、安価な製品を提供できる。
【００４５】前記アクティブ素子として、薄膜トランジ
スタ素子、薄膜ダイオード素子を用いることが好まし
い。これらスイッチング素子として用いれば、画素毎に
精密な制御を行えるので、表示品位の高い画像を表示で
きる。
【００４６】請求項２８に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第２基板の表面に形成された電極が、光反射性を備
えていることを特徴とする。このように電極として光反
射性を備えた電極を用いれば、反射板を別途配置しなく
ともよいので、薄型で低消費電力の画像表示装置とな
る。特に、反射電極として光散乱性を備えたものを用い
れば、外光が表示面で反射して表示画像が見づらくなる
といったことがなくなる。
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【００４７】請求項３０に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記発光材料部
と液晶材料部との間に、反射板が配置されていることを
特徴とする。このように反射板を配置すれば、液晶表示
部の駆動に際し外光が利用できるので、より低消費電力
を実現した画像表示装置を提供できる。
【００４８】請求項３１に記載の画像表示装置は、請求
項２２に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第２基板と、発光材料部または液晶材料部との間に
反射板が配置されていることを特徴とする。上述と同様
に、液晶表示部の駆動に際し外光が利用できるので、よ
り低消費電力を実現した画像表示装置を提供できる。
【００４９】請求項３２に記載の画像表示装置は、請求
項３０または３１に記載の画像表示装置であって、前記
反射板が、光散乱性を備えていることを特徴とする。光
散乱性を備えた反射板であれば、外光が表示面で反射し
て表示画像が見づらくなるといったことがなくなる。
【００５０】請求項３３に記載の画像表示装置は、請求
項３０または３１に記載の画像表示装置であって、前記
反射板が、透過部と反射部とを有するものであることを
特徴とする。このような反射板であれば、発光材料部に
よる表示と液晶材料部による表示とを片側の表示面で行
うことができる。特に、前記反射部が光散乱性を備えて
おれば、外光が表示面で反射して表示画像が見づらくな
るといったことがなくなる。
【００５１】請求項３５に記載の画像表示装置は、請求
項２２～３４のいずれか一項に記載の画像表示装置であ
って、前記発光材料部を主に駆動させて画像を表示する
か、あるいは前記液晶材料部を主に駆動させて画像を表
示するかを自動的に選択するための自動選択手段を具備
したことを特徴とする。
【００５２】上記構成のように、１つの装置内に発光材
料部と液晶材料部とを有し、かつ上記自動選択手段を具
備しておれば、観察者は、外光条件や画像の種類等に適
切に対応した画像を簡便に観ることができる。
【００５３】ここで、「主に」とは、本装置では一方の
駆動に対し他方も駆動する場合がありうることを考慮し
たものである。すなわち、「発光材料部を主に駆動」と
は、発光材料部に着目して駆動することを意味するが、
その際液晶材料部も同時に駆動していることを想定して
いる。同様に、「液晶材料部を主に駆動」とは、液晶材
料部に着目して駆動することを意味するが、その際発光
材料部も同時に駆動していることを想定している。ただ
し、両方が駆動するのは表示品位の点で好ましいとは言
い難いので、発光材料や液晶材料のしきい値等を考慮し
て、可能な限り一方の駆動に対し他方が駆動しないよう
に材料選択を行うことが好ましい。
【００５４】請求項３６に記載の画像表示装置は、請求
項３５に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、表示面に到達する外光の光量を検出するための外
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光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光
材料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換え
るための自動スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００５５】上記構成のように、外光の光量を指標とし
た自動選択手段を具備した画像表示装置であれば、外光
条件に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観る
ことができる。
【００５６】請求項３７に記載の画像表示装置は、請求
項３５に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、動画か静止画かを識別するための画像識別部と、
前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００５７】上記構成のように、画像情報を指標とした
自動選択手段を具備した画像表示装置でれば、画像の種
類に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観るこ
とができる。
【００５８】請求項３８に記載の画像表示装置は、表面
に電極が形成された第１の基板と、前記第１基板に対向
した状態で配置された、基板両面に電極が形成された第
３の基板と、前記第３基板に対向した状態で配置され
た、表面に電極が形成された第２の基板と、前記第１基
板と第３基板との間に介在した、有機化合物から構成さ
れる発光材料部と、前記第３基板と第２基板との間に介
在した、液晶材料部と、を有することを特徴とする。
【００５９】上記構成のように、１つの装置内に、発光
材料部と液晶材料部とを設置し、それぞれの部分を別個
の電極間に介在させるようにすれば、一方の駆動に際し
他方が影響することがないので、より表示品位の高い画
像表示装置となる。
【００６０】請求項３９に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第１基板、
第２基板または第３基板の表面に、駆動回路が形成され
ていることを特徴とする。上記構成のように、１つの基
板にのみ駆動回路が形成されておれば、製造効率の点で
有利である。特に、ＴＦＴ、金属配線等と同一の基板に
形成されておれば、その効果がより大きい。
【００６１】請求項４０に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第３基板の表面に、アクティブ素子が行方向および
列方向に並んだ状態で配置されており、前記第２基板ま
たは第３基板の表面に、アクティブ素子が行方向および
列方向に並んだ状態で配置されていることを特徴とす
る。
【００６２】上記構成のように、発光材料部にアクティ
ブマトリックス素子を用い、かつ液晶材料部にもアクテ
ィブマトリックス素子を用い、両部分をともにアクティ
ブマトリックス駆動で駆動させれば、応答速度、視野
角、コントラスト等がより良好な画像表示装置を提供で
きる。
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【００６３】請求項４１に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第１基板お
よび第３基板の表面に形成された電極がともにストライ
プ状電極であり、かつそれぞれのストライプ状電極は、
互いに対向した状態でそれぞれの長手方向が交差するよ
うに配置されており、前記第２基板および第３基板の表
面に形成された電極がともにストライプ状電極であり、
かつそれぞれのストライプ状電極は、互いに対向した状
態でそれぞれの長手方向が交差するように配置されてい
ることを特徴とする。
【００６４】上記構成のように、発光材料部にストライ
プ状電極を用い、かつ液晶材料部にストライプ状電極を
用いれば、発光材料部と液晶材料部とを単純マトリック
ス駆動で画像表示することになる。このような画像表示
装置は、ＴＦＴ等のスイッチング素子を用いた画像表示
装置よりも低コストで製造できるので、安価な製品を提
供できる。
【００６５】請求項４２に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第１基板ま
たは第３基板の表面に、アクティブ素子が行方向および
列方向に並んだ状態で配置されており、前記第２基板お
よび第３基板の表面に形成された電極がともにストライ
プ状電極であり、かつそれぞれのストライプ状電極は、
互いに対向した状態でそれぞれの長手方向が交差するよ
うに配置されていることを特徴とする。
【００６６】上記構成のように、発光材料部にアクティ
ブマトリックス素子を用い、液晶材料部にストライプ状
電極を用い、両部分を異種の駆動形式で駆動させるよう
にしても表示品位の高い画像表示装置となる。
【００６７】請求項４３に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第１基板お
よび第３基板の表面に形成された電極がともにストライ
プ状電極であり、かつそれぞれのストライプ状電極は、
互いに対向した状態でそれぞれの長手方向が交差するよ
うに配置されており、前記第２基板または第３基板の表
面に、アクティブ素子が行方向および列方向に並んだ状
態で配置されていることを特徴とする。
【００６８】上記構成のように、発光材料部にストライ
プ状電極を用い、液晶材料部にアクティブマトリックス
素子を用い、両部分を異種の駆動形式で駆動させるよう
にしても表示品位の高い画像表示装置となる。
【００６９】前記アクティブ素子として、薄膜トランジ
スタ素子、薄膜ダイオード素子を用いることが好まし
い。これらスイッチング素子として用いれば、画素毎に
精密な制御を行えるので、表示品位の高い画像を表示で
きる。
【００７０】請求項４６に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第３基板
と、前記発光材料部および／または液晶材料部との間
に、反射板を配置したことを特徴とする。このように反
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射板を用いれば、外光が利用できるのでより低消費電力
を実現したものとなる。特に、反射板として光散乱性を
備えたものを用いれば、外光が表示面で反射して画像が
見づらくなるといったことがなくなる。
【００７１】請求項４８に記載の画像表示装置は、請求
項３８に記載の画像表示装置であって、前記第３基板の
両面に形成された電極が、光反射性を備えていることを
特徴とする。このように電極として光反射性を備えたも
のを用いれば、反射板を別途配置しなくてもよいので、
薄型でかつ低消費電力の画像表示装置となる。特に、反
射電極として光散乱性を備えたものを用いれば、外光が
表示面で反射して画像表示装置が見づらくなるといった
ことがなくなる。
【００７２】請求項５０に記載の画像表示装置は、請求
項３８～４９のいずれか一項に記載の画像表示装置であ
って、前記発光材料部を駆動させて画像を表示するか、
あるいは前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するか
を自動的に選択するための自動選択手段を具備したこと
を特徴とする。
【００７３】上記構成のように、１つの装置内に発光材
料部と液晶材料部とを有し、かつ上記自動選択手段を具
備しておれば、観察者は、外光条件や画像の種類等に適
切に対応した画像を簡便に観ることができる。
【００７４】請求項５１に記載の画像表示装置は、請求
項５０に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、表示面に到達する外光の光量を検出するための外
光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光
材料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換え
るための自動スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００７５】上記構成のように、外光の光量を指標とし
た自動選択手段を具備した画像表示装置であれば、外光
条件に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観る
ことができる。
【００７６】請求項５２に記載の画像表示装置は、請求
項５０に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、動画か静止画かを識別するための画像識別部と、
前記画像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００７７】上記構成のように、画像情報を指標とした
自動選択手段を具備した画像表示装置でれば、画像の種
類に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観るこ
とができる。
【００７８】請求項５３に記載の画像表示装置は、互い
に対向した状態で配置された５枚以上の表面に電極が形
成された基板と、前記５枚以上の基板によって形成され
る間隙のうち最も外側の間隙のいずれか一方の間隙に配
置された液晶材料部と、前記間隙のうちの他の間隙にそ
れぞれ配置された発光スペクトルが互いに異なる３つ以
上の発光材料部と、前記液晶材料部と発光材料部との間
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に介在した前記基板の表面に配置された反射部と透過部
とを有する反射板とを有することを特徴とする。
【００７９】上記構成のように、液晶材料部と、半透過
半反射板と、３種以上の発光材料部とを有するようにす
ると、発光材料部の時分割駆動に同期して液晶材料部を
駆動した場合、カラーフィルタがなくともカラー表示す
ることができる。この場合、従来の反射透過型兼用液晶
表示装置に比べ、画素面積を大きくできるので、コント
ラストが良好で、明るく、色再現範囲の広い画像表示を
低消費電力で行うことできる。
【００８０】請求項５４に記載の画像表示装置は、請求
項５３に記載の画像表示装置であって、前記５枚以上の
基板のうちのいずれか１枚の基板の表面に駆動回路が形
成されていることを特徴とする。上記構成のように、１
つの基板にのみ駆動回路が形成されておれば、製造効率
の点で有利である。特に、ＴＦＴ、金属配線等と同一の
基板に形成されておれば、その効果がより大きい。
【００８１】請求項５５に記載の画像表示装置は、請求
項５３に記載の画像表示装置であって、前記反射部が、
光散乱性を備えていることを特徴とする。このような反
射部であれば、外光が表示面で反射して画像表示が見づ
らくなるといったことがなくなる。
【００８２】請求項５６に記載の画像表示装置は、請求
項５３～５５のいずれか一項に記載の画像表示装置であ
って、前記液晶材料部を駆動させて画像を表示するか、
前記液晶材料部と発光材料部とを駆動させて画像を表示
するかを自動的に選択するための自動選択手段を具備し
たことを特徴とする。
【００８３】上記構成のように、１つの装置内に発光材
料部と液晶材料部とを有し、かつ上記自動選択手段を具
備しておれば、観察者は、外光条件等に適切に対応した
画像を簡便に観ることができる。
【００８４】請求項５７に記載の画像表示装置は、請求
項５６に記載の画像表示装置であって、前記自動選択手
段が、表示面に到達する外光の光量を検出するための外
光検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、液晶
材料部を駆動させるか、あるいは液晶材料部と発光材料
部の両方とも駆動させるかを自動的に切り換えるための
自動スイッチ部とを有することを特徴とする。
【００８５】上記構成のように、外光の光量を指標とし
た自動選択手段を具備した画像表示装置でれば、外光条
件に適切に対応した表示品位の高い画像を簡便に観るこ
とができる。
【００８６】前記液晶材料部としては、ＴＮ液晶材料、
ゲスト－ホスト型液晶材料、高分子分散型液晶材料、ポ
リマーネットワーク型液晶材料等が用いられる。特にゲ
スト－ホスト型液晶材料、高分子分散型液晶材料、ポリ
マーネットワーク型液晶材料であれば、液晶材料部が散
乱制御性を備えるようになり、偏光板が不要となるの
で、より薄型の画像表示装置となる。ここに、ゲスト－
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ホスト型液晶材料とは、液晶（ホスト）中に二色性色素
（ゲスト）を添加したものをいう。また、高分子分散型
液晶材料（ＮＣＡＰ）とは、液晶が微小粒滴として高分
子マトリックス中に分散しているものをいう。さらに、
ポリマーネットワーク型液晶材料（ＰＮ）とは、液晶の
連続相中にポリマーが三次元網目状または微小粒滴状に
分散しているものをいう。
【００８７】また、前記有機化合物から構成される発光
材料部としては、公知の有機エレクトロルミネセンス材
料（有機ＥＬ材料）等が用いられる。
【００８８】請求項６０に記載の画像表示装置の駆動方
法は、互いに対向した状態で配置された、複数の、表面
に電極が形成された基板と、前記複数の基板の間に介在
した、有機化合物から構成される発光材料部と、液晶材
料部とを有する画像表示装置の駆動方法であって、前記
発光材料部と液晶材料部とが異種の駆動形式で駆動する
ことを特徴とする。具体的には、前記発光材料部の駆動
がアクティブマトリックス駆動で前記液晶材料部の駆動
が単純マトリックス駆動である場合や、前記発光材料部
の駆動が単純マトリックス駆動で前記液晶材料部の駆動
がアクティブマトリックス駆動である場合があげられ
る。
【００８９】請求項６３に記載の画像表示装置の駆動方
法は、互いに対向した状態で配置された、複数の、表面
に電極が形成された基板と、前記複数の基板の間に介在
した、有機化合物から構成される発光材料部と、液晶材
料部とを有する画像表示装置の駆動方法であって、前記
発光材料部と液晶材料部とが同種の駆動形式で駆動する
ことを特徴とする。具体的には、前記発光材料部と液晶
材料部の駆動がともにアクティブマトリックス駆動であ
る場合や、前記発光材料部と液晶材料部の駆動がともに
単純マトリックス駆動である場合があげられる。
【００９０】請求項６６に記載の画像表示装置の駆動方
法は、互いに対向した状態で配置された、５枚以上の、
表面に電極が形成された基板と、前記５枚以上の基板に
よって形成される間隙のうち最も外側の間隙のいずれか
一方の間隙に配置された、液晶材料部と、前記間隙のう
ちの他の間隙にそれぞれ配置された、発光スペクトルが
互いに異なる３つ以上の発光材料部と、前記液晶材料部
と発光材料部との間に介在した前記基板の表面に配置さ
れた、反射部と透過部とを有する反射板とを有する画像
表示装置の駆動方法であって、前記３つ以上の発光材料
部を時分割駆動するとともに、この時分割駆動に合わせ
て液晶材料部を駆動することを特徴とする。
【００９１】上記構成のように、発光材料部の時分割駆
動のタイミングに合わせて液晶材料部を駆動させれば、
カラーフィルタがなくともカラー表示することができ
る。そして、従来の反射透過型液晶表示装置に比べて画
素面積を大きくできるので、低消費電力で明るい画像表
示が行える。
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【００９２】請求項６７に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、表面に電極が形成された第１の基板と、前記
第１の基板に対向した、表面に電極が形成された第２の
基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両基板の対
向方向と直交した方向に並んだ状態で介在した、有機化
合物から構成される発光材料部と液晶材料部とを具備
し、表示面に到達する外光の光量を検出するための外光
検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材
料部の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換える
ための自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具備し
た画像表示装置の選択表示方法であって、前記外光検出
部によって外光が乏しいと判定された場合には前記自動
スイッチ部により切り換えて発光材料部を駆動させて画
像を表示し、前記外光検出部によって外光が豊富と判定
された場合には前記自動スイッチ部により切り換えて液
晶材料部を駆動させて画像を表示することを特徴とす
る。
【００９３】上記構成のように、外光検出部によって外
光量を検出し、その検出結果に応答する自動スイッチ部
によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示する
ようにすれば、外光条件に適切に応じた表示品位の高い
画像を提供できる。
【００９４】請求項６８に記載の画像表示装置は、表面
に電極が形成された第１の基板と、前記第１の基板に対
向した、表面に電極が形成された第２の基板と、前記第
１基板と第２基板との間に、両基板の対向方向と直交し
た方向に並んだ状態で介在した、有機化合物から構成さ
れる発光材料部と液晶材料部とを具備し、動画か静止画
かを識別するための画像識別部と、前記画像識別部の識
別結果に応じて、発光材料部の駆動と液晶材料部の駆動
とを自動的に切り換えるための自動スイッチ部とを有す
る自動選択手段を具備した画像表示装置の選択表示方法
であって、前記画像識別部によって動画と判定された場
合には前記自動スイッチ部により切り換えて発光材料部
を駆動させて画像を表示し、前記画像識別部によって静
止画と判定された場合には前記自動スイッチ部により切
り換えて液晶材料部を駆動させて画像を表示することを
特徴とする。
【００９５】上記構成のように、画像識別部によって画
像の種類を識別し、その識別結果に応答する自動スイッ
チ部によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示
するようにすれば、画像の種類に応じた表示品位の高い
画像を提供できる。
【００９６】請求項６９に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、表面に電極が形成された第１の基板と、前記
第１の基板に対向した、表面に電極が形成された第２の
基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両基板の対
向方向と同一の方向に並んだ状態で介在した、有機化合
物から構成される発光材料部と液晶材料部とを具備し、
表示面に到達する外光の光量を検出するための外光検出
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部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部
の駆動と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるため
の自動スイッチ部とを有する自動選択手段を具備した画
像表示装置の選択表示方法であって、前記外光検出部に
よって外光が乏しいと判定された場合には前記自動スイ
ッチ部により切り換えて発光材料部を主に駆動させて画
像を表示し、前記外光検出部によって外光が豊富と判定
された場合には前記自動スイッチ部により切り換えて液
晶材料部を主に駆動させて画像を表示することを特徴と
する。
【００９７】上記構成のように、外光検出部によって外
光量を検出し、その検出結果に応答する自動スイッチ部
によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示する
ようにすれば、外光条件に適切に応じた表示品位の高い
画像を提供できる。
【００９８】請求項７０に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、表面に電極が形成された第１の基板と、前記
第１の基板に対向した、表面に電極が形成された第２の
基板と、前記第１基板と第２基板との間に、両基板の対
向方向と同一の方向に並んだ状態で介在した、有機化合
物から構成される発光材料部と液晶材料部とを具備し、
動画か静止画かを識別するための画像識別部と、前記画
像識別部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動と液晶
材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動スイッ
チ部とを有する自動選択手段を具備した画像表示装置の
選択表示方法であって、前記画像識別部によって動画と
判定された場合には前記自動スイッチ部により切り換え
て発光材料部を主に駆動させて画像を表示し、前記画像
識別部によって静止画と判定された場合には前記自動ス
イッチ部により切り換えて液晶材料部を主に駆動させて
画像を表示することを特徴とする。
【００９９】上記構成のように、画像識別部によって画
像の種類を識別し、その識別結果に応答する自動スイッ
チ部によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示
するようにすれば、画像の種類に適切に応じた表示品位
の高い画像を提供できる。
【０１００】請求項７１に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、表面に電極が形成された第１の基板と、前記
第１基板に対向した状態で配置された、基板両面に電極
が形成された第３の基板と、前記第３基板に対向した状
態で配置された、表面に電極が形成された第２の基板
と、前記第１基板と第３基板との間に介在した、有機化
合物から構成される発光材料部と、前記第３基板と第２
基板との間に介在した、液晶材料部とを具備し、表示面
に到達する外光の光量を検出するための外光検出部と、
前記外光検出部の検出結果に応じて、発光材料部の駆動
と液晶材料部の駆動とを自動的に切り換えるための自動
スイッチ部とを有する自動選択手段を具備した画像表示
装置の選択表示方法であって、前記外光検出部によって
外光が乏しいと判定された場合には前記自動スイッチ部
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により切り換えて発光材料部を駆動させて画像を表示
し、前記外光検出部によって外光が豊富と判定された場
合には前記自動スイッチ部により切り換えて液晶材料部
を駆動させて画像を表示する。
【０１０１】上記構成のように、外光検出部によって外
光量を検出し、その検出結果に応答する自動スイッチ部
によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示する
ようにすれば、外光条件に適切に応じた表示品位の高い
画像を提供できる。
【０１０２】請求項７２に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、表面に電極が形成された第１の基板と、前記
第１基板に対向した状態で配置された、基板両面に電極
が形成された第３の基板と、前記第３基板に対向した状
態で配置された、表面に電極が形成された第２の基板
と、前記第１基板と第３基板との間に介在した、有機化
合物から構成される発光材料部と、前記第３基板と第２
基板との間に介在した、液晶材料部とを具備し、動画か
静止画かを識別するための画像識別部と、前記画像識別
部の識別結果に応じて、発光材料部の駆動と液晶材料部
の駆動とを自動的に切り換えるための自動スイッチ部と
を有する自動選択手段を具備した画像表示装置の選択表
示方法であって、前記画像識別部によって動画と判定さ
れた場合には前記自動スイッチ部により切り換えて発光
材料部を駆動させて画像を表示し、前記画像識別部によ
って静止画と判定された場合には前記自動スイッチ部に
より切り換えて液晶材料部を駆動させて画像を表示する
ことを特徴とする。
【０１０３】上記構成のように、画像識別部によって画
像の種類を識別し、自動スイッチ部によっていずれかを
駆動させて画像を選択的に表示するようにすれば、画像
の種類に適切に応じた表示品位の高い画像を提供でき
る。
【０１０４】請求項７３に記載の画像表示装置の選択表
示方法は、互いに対向した状態で配置された、５枚以上
の、表面に電極が形成された基板と、前記５枚以上の基
板によって形成される間隙のうち最も外側の間隙のいず
れか一方の間隙に配置された、液晶材料部と、前記間隙
のうちの他の間隙にそれぞれ配置された、発光スペクト
ルが互いに異なる３つ以上の発光材料部と、前記液晶材
料部と発光材料部との間に介在した前記基板の表面に配
置された、反射部と透過部とを有する反射板とを具備
し、表示面に到達する外光の光量を検出するための外光
検出部と、前記外光検出部の検出結果に応じて、液晶材
料部を駆動させるか、あるいは液晶材料部と発光材料部
の両方とも駆動させるかを自動的に切り換えるための自
動スイッチ部と有する自動選択手段を具備した画像表示
装置の選択表示方法であって、前記外光検出部によって
外光が乏しいと判定された場合には前記自動スイッチ部
により切り換えて発光材料部と液晶材料部とを駆動させ
て画像を表示し、前記外光検出部によって外光が豊富と
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判定された場合には前記自動スイッチ部により切り換え
て前記液晶材料部を駆動させて画像を表示することを特
徴とする。
【０１０５】上記構成のように、外光検出部によって外
光量を検出し、その検出結果に応答する自動スイッチ部
によっていずれかを駆動させて画像を選択的に表示する
ようにすれば、外光条件に適切に応じた表示品位の高い
画像を提供できる。
【０１０６】
【発明の実施の形態】つぎに、本発明の実施の形態につ
いて、図面を参照しながら説明する。なお、以下の図面
では説明に不要な部分は省略し、又、説明を容易にする
ために拡大あるいは縮小等して図示した部分がある。
【０１０７】（実施の形態１）図１は、本発明の実施の
形態１にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断面
図である。
【０１０８】本形態にかかる画像表示装置は、一対の基
板（第１の基板１，第２の基板２）と、両基板間に基板
の対向方向と直交した方向に並んだ状態で介在した液晶
材料部３と発光材料部４とを有する。第１の基板１の内
側面には、画素電極５，６、金属配線（画像信号線、走
査信号線）、画素スイッチング素子としての薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ、Thin-Film-Transistor）等が、液晶材
料部３，発光材料部４用にそれぞれ形成されており、そ
の上には配向膜７が液晶材料部３側にのみ形成されてい
る。さらに、基板１の内側面でかつシール部８より外側
に、液晶材料部３，発光材料部４用の駆動用ＩＣ９，１
０がそれぞれ形成されている。なお、図１では、金属配
線、ＴＦＴ等を省略している。第１の基板１の外側面に
は、液晶材料部３側に偏光板１１とバックライトユニッ
ト１２とが配置されている。一方、第２の基板２の内側
面には、対向透明電極１３、１４が、液晶材料部３，発
光材料部４用にそれぞれ形成されており、さらにその表
面には配向膜７が液晶材料部３側にのみ形成されてい
る。第２の基板２の外側面には、液晶材料部３側に、前
記偏光板１１の偏光軸と直交した偏光軸を有する偏光板
１５が配置されている。なお、第２の基板２の内側面に
は、カラーフィルタが配置されている（図示せず）。
【０１０９】液晶材料部３は、配向膜７が形成された一
対の基板１，２間に、ツイステッドネマチック（ＴＮ）
液晶材料を配置して形成される。なお、この液晶材料部
３では、図２に示す等価回路になっている。図におい
て、１６はＴＦＴ、１７はＴＦＴ、１８はコンデンサ、
１９はソース信号線（データ線）、２０はゲート信号線
（走査線）である。
【０１１０】発光材料部４は、例えば、図３に示すよう
に、画素電極（陽極）６、ＴＦＴ等が形成された基板１
上に、ホール注入層２１と、ホール輸送層２２とからな
るｐ型有機層２３が形成され、その上に発光層２４と電
子輸送層２５とからなるｎ型有機層２６が形成された構
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成をしている。そして、この発光材料部４の上に、対向
透明電極（陰極）１４が形成された基板２が配置されて
いる。なお、この発光材料部４では、図４に示す等価回
路になっている。図において、２１はＴＦＴ、２２はＴ
ＦＴ、２３はコンデンサ、２４はソース信号線（データ
線）、２５はゲート信号線（走査線）である。
【０１１１】上記構成の画像表示装置１は、つぎのよう
にして製造した。まず、ガラス、透明性樹脂等からなる
基板１表面の左側に、液晶材料部３用の、アモルファス
シリコン（ａ－Ｓｉ）を用いた半導体層を有するトップ
ゲート型ＴＦＴ１６，１７と、ＩＴＯ等からなる画素電
極５等とともに駆動用ＩＣ９を設け、また基板１表面の
右側に、発光材料部４用の、トップゲート型ＴＦＴ２
１，２２と画素電極（陽極）６等とともに駆動用ＩＣ１
０を設けた。ついで、その上に液晶材料部３と発光材料
部４とをそれぞれ形成した。ここで、発光材料部４とし
て、前記ＴＦＴ付き基板１上に、ホール注入層２１と、
ホール輸送層２２とをこの順で真空加熱蒸着してｐ型有
機層２３を形成し、さらにその上に、発光層２４（白色
発光）と、電子輸送層２５とをこの順で蒸着してｎ型有
機層２６を形成した。また、液晶材料部３は、ＴＦＴ１
６，１７と画素電極５等が形成された基板１上に、ポリ
イミド（日産化学工業社製のＳＥ－７４９２）を塗布焼
成し、さらにラビング処理してなる配向膜７を形成した
後、前記基板１の外周部に紫外線硬化性のシール剤をス
クリーン印刷等してシール部８を形成し、そのシール部
８を介して、液晶材料部３用の対向透明電極１３と発光
材料層用の対向透明電極（陰極）１４と配向膜７とが形
成されたガラス等からなる基板２を対向基板として挟み
込みながら、シール部８に紫外線を照射し、さらにシー
ル部８に設けられた注入口より液晶材料を注入して形成
した。その後、基板１，２の外側にそれぞれ偏光板１
１，１５等を配置し、さらにバックライトユニット１２
を配置した。なお、カラーフィルタについては、液晶材
料部３の形成に先立って、基板２上に形成しておいた。
【０１１２】上記構成の画像表示装置は、液晶材料部と
発光材料部においてそれぞれ別個にアクティブマトリッ
クス駆動させて画像表示を行うものであり、例えば、液
晶材料部による表示と発光材料部による表示を切り換え
る手動スイッチを取り付けた場合、観察者の所望に応じ
て画像表示を行うことができる。
【０１１３】また、上記手動スイッチに代えて、発光材
料部で表示するか、あるいは液晶材料部で表示するかを
切り換える自動選択手段を取り付ければ、自動的に、適
切な画像を提供できる。
【０１１４】例えば、光センサー等の外光検出部と、そ
の検出結果に応じて自動的に液晶材料による表示と発光
材料による表示とを切り換える自動スイッチ部とを具備
した自動選択手段を取り付けると、外光条件に適切に対
応した画像表示を行うことができる。すなわち、晴天時
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等の外光が豊富な場合には、発光材料部による表示を行
うようにし、雨天時等の外光が乏しい場合には、液晶材
料部による表示を行うようにすれば、観察者に対して表
示品位の高い画像を提供できる。具体的に説明すると、
図５に示すように、外光検出部３１によって検出された
光量により、外光が豊富又は乏しいと判定し、その判定
に応答する自動スイッチ部３２によって液晶材料部３用
の駆動用ＩＣ９と発光材料部４用の駆動用ＩＣ１０とを
自動的に切り換え、それぞれの部分３，４を駆動するよ
うにすれば、外光条件に適切に応じた画像表示ができ
る。なお、外光検出部は、通常、表示面側に設置するの
が好ましいが、これに限定するものではない。また、ａ
－Ｓｉ等は光電流を流すので、ＴＦＴの半導体層を光セ
ンサー等に代えて用いてもよい。自動スイッチ部は、通
常、駆動用ＩＣの周辺に取り付けるのが好ましいが、外
光検出部と駆動用ＩＣに接続できる部分であれば特に制
限するものでない。
【０１１５】また、画像情報信号によって動画か静止画
かを識別する画像識別部と、その識別結果に応じて自動
的に液晶材料による画像表示と発光材料による画像表示
とを切り換える自動スイッチ部とを具備した自動選択手
段を取り付けると、画像情報に適切に対応した画像表示
を行うことができる。具体的に説明すると、図６に示す
ように、画像識別部３５によって識別された画像情報信
号が、動画であるか静止画であるかを判定し、その判定
に応答する自動スイッチ部３６によって液晶材料部３用
の駆動用ＩＣ９と発光材料部４用の駆動用ＩＣ１０とを
自動的に切り換え、それぞれの部分３，４を駆動するよ
うにすれば、画像情報に適切に応じた画像表示ができ
る。なお、画像識別部は、画像表示装置に取り付けられ
た公知の画像情報入出力部からの画像情報信号が動画情
報であるか静止画情報であるかを識別する機能を備えた
部分であり、通常、画像情報入出力部と駆動用ＩＣとの
連結する部分に配置される。自動スイッチ部は、通常、
駆動用ＩＣの周辺に取り付けるのが好ましいが、画像識
別部と駆動用ＩＣに接続できる部分であれば特に制限す
るものでない。
【０１１６】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部３による表示でも発光
材料部４による表示でも、コントラストが良好で、明る
く、色再現範囲の広い画像表示を行うことができた。
【０１１７】（実施の形態２）図７は、本発明の実施の
形態２にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断面
図である。この画像表示装置は、実施の形態１にかかる
画像表示装置において、ＴＦＴ、画素電極、対向電極に
代えて、液晶材料部３用のストライプ状電極２６，２
７、発光材料部４用のストライプ状電極２８，２９を用
いた構成になっている。
【０１１８】ストライプ状電極２６，２７は、液晶材料
部３を駆動させるものであり、上下の電極はそれぞれの
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長手方向が互いに交差し対向した状態で形成されてい
る。一方、ストライプ状電極２８，２９は、発光材料部
４を駆動させるものであり、同様に上下の電極はそれぞ
れの長手方向が互いに交差し対向した状態で形成されて
いる。ここで、交差としたのは、通常は上下の電極の長
手方向が直交するように形成されるが本発明ではこのよ
うな直交に限らず、上下の電極間の重なり部に液晶材料
部または発光材料部が形成されておればよいという趣旨
である。
【０１１９】上記構成の画像表示装置は、液晶材料部と
発光材料部とをそれぞれ別個に単純マトリックス駆動さ
せて画像表示を行うものであり、液晶材料部による表示
と発光材料部による表示を切り換える手動スイッチを取
り付けることにより、観察者の所望に応じて表示品位の
高い画像表示を行うことができる。また、手動スイッチ
に代えて、外光検出部を有する自動選択手段や、画像識
別部を有する自動選択手段等を取り付ければ、自動的に
外光条件や画像の種類等に応じた画像表示を行える。
【０１２０】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部３による表示でも発光
材料部４による表示でも、コントラストが良好で、明る
く、色再現範囲の広い画像表示を行うことができた。
【０１２１】（実施の形態３）図８は、本発明の実施の
形態３にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断面
図である。この画像表示装置は、液晶材料部３側にスト
ライプ状電極２６，２７、発光材料部４側にＴＦＴと画
素電極６と対向透明電極１４とを用いた構成にしたもの
である。
【０１２２】上記構成の画像表示装置であっても、液晶
材料部を単純マトリックス駆動させ、また発光材料部を
アクティブマトリックス駆動させることにより画像を表
示することができ、液晶材料部による表示と発光材料部
による表示を切り換える手動スイッチを取り付けること
により、観察者の所望に応じて表示品位の高い画像表示
を行うことができる。また、手動スイッチに代えて、外
光検出部を有する自動選択手段や、画像識別部を有する
自動選択手段等を取り付ければ、自動的に外光条件や画
像の種類等に応じた画像表示を行える。
【０１２３】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部３による表示でも発光
材料部４による表示でも、コントラストが良好で、明る
く、色再現範囲の広い画像表示を行うことができた。
【０１２４】（実施の形態４）図９は、本発明の実施の
形態４にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断面
図である。この画像表示装置は、液晶材料部３側にＴＦ
Ｔと画素電極５と対向透明電極１３、発光材料部４側に
ストライプ状電極２８，２９を用いた構成にしたもので
ある。
【０１２５】上記構成の画像表示装置であっても、液晶
材料部をアクティブマトリックス駆動させ、また発光材
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料部を単純マトリックス駆動させることにより画像を表
示することができ、液晶材料部による表示と発光材料部
による表示を切り換える手動スイッチを取り付けること
により、観察者の所望に応じて表示品位の高い画像表示
を行うことができる。また、手動スイッチに代えて、外
光検出部を有する自動選択手段や、画像識別部を有する
自動選択手段等を取り付ければ、自動的に外光条件や画
像の種類等に応じた画像表示を行える。
【０１２６】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部３による表示でも発光
材料部４による表示でも、コントラストが良好で、明る
く、色再現範囲の広い画像表示を行うことができた。
【０１２７】（実施の形態１～４に関連するその他の事
項）上記では、カラー表示のためにカラーフィルタを用
いたが、発光材料部においては、例えば、赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれの発光スペクトルを
有する部分が単位画素毎に区画されて配置された構成に
してもよい。
【０１２８】また、上記ではアクティブ素子としてＴＦ
Ｔを用いたが、これに限定するものではなく、２端子タ
イプの薄膜ダイオード素子を用いてもよい。ＴＦＴの半
導体層としては、アモルファスシリコンに限らず、高温
プロセスのポリシリコンやレーザーアニールによる低温
プロセスのポリシリコン等を用いてもよい。
【０１２９】また、液晶材料部と発光材料部との間にも
シール部を設け、それぞれの層を別個にシール部で囲い
込むようにしてもよい。
【０１３０】さらに、上記では液晶材料部の表示が透過
型の場合について説明したが、反射板を取り付けたり、
光反射性を備えた電極を用いたりして反射型で画像表示
を行うようにしてもよい。この場合、表示画像を見やす
くする等の観点から、反射板や光反射性を有する電極と
して、表面に凹凸等を形成してなる光散乱性を備えたも
のを用いることが好ましい。
【０１３１】また、前記偏光板とともに位相差板を取り
付けてもよい。
【０１３２】また、上記では、一方を表示すると他方を
表示しないという場合について説明したが、例えば、発
光材料部で動画を表示すると同時に、液晶材料部では静
止画を表示して、一画面で異なる画像を表示するように
してもよい。このようにすれば、短時間で多くの情報を
観察者に提供できる。さらに、表示面の形状に特に制限
はなく、例えば中心に円柱状の発光材料部を設け、その
周囲に液晶材料部を設けた画像表示装置であってもよ
い。また、表示面を上記のように２つに分割した態様に
限らず、複数に分割した態様であってもよい。さらに、
図１では、液晶材料部と発光材料部との表示画面に占め
る大きさを略同一としたが、これに限定するものではな
く、例えば、動画を表示するための発光材料部の面積を
大きくし、静止画を表示するための液晶材料部の面積を
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小さくするようにしてもよい。
【０１３３】さらに、前記形態では各層での表示を異な
らせる場合について説明しているが、このような場合に
限定するものではなく、例えば、表示画面全体で１つの
画像を表示するようにしてもよい。すなわち、１画像の
一部は液晶材料部による表示を行い、残部は発光材料部
による表示を行うようにしてもよい。
【０１３４】上記では、表示単位毎に発光材料部と液晶
材料部とを設けたが、単位画素毎に発光材料部と液晶材
料部とをチェック状に設けてもよい。この場合、発光材
料部３はダイオードとして機能するので、発光材料部を
液晶材料部駆動用のスイッチング素子として用いてもよ
い。このようにすれば、ＴＦＴの数を減らすことができ
るので、開口率を向上させることができる。
【０１３５】（実施の形態５）図１０は、本発明の実施
の形態５にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断
面図である。
【０１３６】本形態にかかる画像表示装置は、一対の基
板（第１の基板５１，第２の基板５２）と、両基板間に
基板の対向方向と同一の方向に並んだ状態で介在した液
晶材料部５３と発光材料部５４とを有する。基板５１の
内側面には、画素電極５５、金属配線（画像信号線、走
査信号線）、画素スイッチング素子としてのＴＦＴ等が
形成されており、その上には発光材料部５４が形成さ
れ、さらにその発光材料部５４と接した状態で液晶材料
部５３が形成されている。また、基板５１の内側面でか
つシール部５８より外側に、駆動用ＩＣ５９が形成され
ている。第１の基板５１の外側面には偏光板６１、光源
６３（液晶材料部５３のバックライトとして機能）が取
り付けられている。一方、第２の基板５２の内側面に
は、対向透明電極６０が形成され、さらにその上に配向
膜５７が形成されている。第２の基板５２の外側面に
は、上記偏光板６１の偏光軸と直交した偏光軸を有する
偏光板６２が配置されている。なお、表示面側の基板５
１，５２の内側面には、それぞれカラーフィルタが配置
されている（図示せず）。
【０１３７】上記構成の画像表示装置は、つぎのように
して製造した。まず、画素電極５５，ＴＦＴ等が形成さ
れた基板５２上に、発光材料部用の材料を蒸着等して発
光材料部５４を形成した後、紫外線硬化性のシール剤を
スクリーン印刷等してシール部を形成し、そのシール部
を介して対向透明電極６０と配向膜５７が形成された基
板５２を配置した。その後、ＴＮ液晶材料を公知の方法
で注入して液晶材料部５３を形成した。そして、偏光板
６１．６２等を配置することにより画像表示装置を得
た。
【０１３８】上記構成の画像表示装置は、駆動用ＩＣ５
９によって液晶材料部５３と発光材料部５４とをアクテ
ィブマトリックス駆動させて両面で画像表示を行うもの
であり、液晶材料部による表示と発光材料部による表示
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を切り換える手動スイッチを取り付ければ、観察者の所
望に応じて選択的に画像表示を行える。また、手動スイ
ッチに代えて、外光検出部を有する自動選択手段や、画
像識別部を有する自動選択手段を取り付ければ、自動的
に外光条件等に応じた画像表示を行える。
【０１３９】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部５３による表示でも発
光材料部５４による表示でも、コントラストが良好で、
明るく、色再現範囲の広い画像表示を行うことができ
た。
【０１４０】なお、上記では、カラー表示のためにカラ
ーフィルタを用いたが、発光材料部５４においては、例
えば赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれの
発光スペクトルを有する部分が単位画素毎に区画されて
配設された構成にしてもよい。
【０１４１】（実施の形態６）図１１は、本発明の実施
の形態６にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断
面図である。この画像表示装置は、対向電極６５が形成
された基板５２と配向膜５７との間に、アルミニウム等
の可視光領域での光反射性を備えた反射板６８を配置し
た構成にしている。図において、６６はＴＦＴ等と接続
された駆動用ＩＣであり、６７は光学補償板（偏光板と
位相差板）である。
【０１４２】上記構成の画像表示装置は、駆動用ＩＣ６
６によって液晶材料部５３と発光材料部５４とをアクテ
ィブマトリックス駆動させて片面で画像表示を行うもの
であり、液晶材料部による表示（反射型液晶表示）と発
光材料部による表示を切り換える手動スイッチを取り付
ければ、観察者の所望に応じて選択的に画像表示を行え
る。また、手動スイッチに代えて、外光検出部を有する
自動選択手段や、画像識別部を有する自動選択手段等を
取り付ければ、自動的に外光条件や画像の種類等に応じ
た画像表示を行える。
【０１４３】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部５３による表示でも発
光材料部５４による表示でも、コントラストが良好で、
明るく、色再現範囲の広い画像表示を行うことができ
た。
【０１４４】なお、前記反射板６８は、表面が平滑なも
のであってもよいが、表示画面を見やすくする等の観点
から、表面に凹凸部等が形成されてなる光散乱性を備え
たものを用いてもよい。また、反射板６８は、液晶材料
部５３と発光材料部５４との間に配置してもよい。
【０１４５】さらに、上記ではカラー表示のためにカラ
ーフィルタを用いたが、発光材料部においては、例え
ば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれの
発光スペクトルを有する部分が単位画素毎に区画されて
配設された構成にしてもよい。このような構成にする
と、発光材料部５４は、液晶材料部５３の駆動に際し、
カラーフィルタとして機能することになる。
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【０１４６】（実施の形態７）図１２は、本発明の実施
の形態７にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断
面図である。この画像表示装置は、画素電極として、ア
ルミニウム等の可視光領域での反射率が高い金属といっ
た光反射性を備えた画素電極７１を用いた装置である。
この電極７１は、画素毎にパターニングされている。図
１２において、７２はＴＦＴ等と接続された駆動用ＩＣ
である。
【０１４７】上記構成の画像表示装置は、駆動用ＩＣ７
２によって液晶材料部５３と発光材料部５４とをアクテ
ィブマトリックス駆動させて片面で画像表示を行うもの
であり、液晶材料部による表示（反射型液晶表示）と発
光材料部による表示を切り換える手動スイッチを取り付
ければ、観察者の所望に応じて選択的に画像表示を行え
る。また、手動スイッチに代えて、外光検出部を有する
自動選択手段や、画像識別部を有する自動選択手段を取
り付ければ、自動的に外光条件等に応じた画像表示を行
える。
【０１４８】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部５３による表示でも発
光材料部５４による表示でも、コントラストが良好で、
明るく、色再現範囲の広い画像表示を行うことができ
た。
【０１４９】なお、光反射性を備えた画素電極は、表面
が平滑なものであってもよいが、表示画像を見やすくす
る等の観点から、表面に凹凸部等が形成されてなる光散
乱性を備えたものを用いてもよい。また、画素電極を透
明性を示すものとし、対向電極を反射電極にしてもよ
い。
【０１５０】さらに、上記ではカラー表示のためにカラ
ーフィルタを用いたが、発光材料部においては、例え
ば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれの
発光スペクトルを有する部分が単位画素毎に区画されて
配置された構成にしてもよい。
【０１５１】（実施の形態５～７に関連するその他の事
項）なお、上記ではアクティブ素子としてＴＦＴを用い
たが、これに限定するものではなく、２端子タイプの薄
膜ダイオード素子を用いてもよい。ＴＦＴの半導体層と
しては、アモルファスシリコンに限らず、高温プロセス
のポリシリコンやレーザーアニールによる低温プロセス
のポリシリコン等を用いてもよい。
【０１５２】また、アクティブ素子を用いたアクティブ
マトリックス駆動ではなく、ストライプ状電極を用いた
単純マトリックス駆動を採用してもよい。
【０１５３】（実施の形態８）図１３は、本発明の実施
の形態８にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断
図である。
【０１５４】本形態にかかる画像表示装置は、液晶材料
部５３と発光材料部５４との間に、光反射性を備えた画
素電極１００（ＴＦＴ等あり）と、光反射性を備えた対
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向電極１０１とが形成された基板（第３の基板）１０２
を配置した構成をしている。図１３において、１０３は
液晶材料部５３用のＴＦＴと発光材料部５４用のＴＦＴ
に接続した駆動用ＩＣである。
【０１５５】上記構成の画像表示装置は、駆動用ＩＣ１
０３によって液晶材料部５３と発光材料部５４とをアク
ティブマトリックス駆動させて画像表示を行うものであ
り、液晶材料部による表示と発光材料部による表示を切
り換える手動スイッチを取り付ければ、観察者の所望に
応じて選択的に画像表示を行える。また、手動スイッチ
に代えて、外光検出部を有する自動識別手段や画像識別
部を有する自動選択手段を取り付ければ、自動的に外光
条件等に応じた画像表示を行える。
【０１５６】本形態にかかる画像表示装置について画像
表示を行ったところ、液晶材料部５３による表示でも発
光材料部５４による表示でも、コントラストが良好で、
明るく、色再現範囲の広い画像表示を行うことができ
た。
【０１５７】なお、前記電極１００，１０１は、表面が
平滑なものであってもよいが、表示を見やすくする等の
観点から、表面に凹凸等が形成されてなる光反射性を備
えたものを用いてもよい。また、前記電極１００，１０
１として光反射性を備えないものを用い、前記基板１０
２の表裏面に反射板を配置するようにしてもよい。
【０１５８】また、上記では基板５１、１０２表面にそ
れぞれＴＦＴ等を設けたが、これに限定するものではな
く、基板５２表面に設けてもよい。さらに、基板１０２
の両面にＴＦＴ等を設けるとともに駆動用ＩＣ１０３を
も配置してもよい。
【０１５９】さらに、上記ではアクティブ素子としてＴ
ＦＴを用いたが、これに限定するものではなく、２端子
タイプの薄膜ダイオード素子を用いてもよい。ＴＦＴの
半導体層としては、アモルファスシリコンに限らず、高
温プロセスのポリシリコンやレーザーアニールによる低
温プロセスのポリシリコン等を用いてもよい。また、ア
クティブ素子を用いたアクティブマトリックス駆動では
なく、ストライプ状電極を用いた単純マトリックス駆動
を採用してもよい。
【０１６０】また、上記ではカラー表示のためにカラー
フィルタを用いたが、発光材料部においては、例えば、
赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれの発光
スペクトルを有する部分が単位画素毎に区画されて配置
された構成にしてもよい。
【０１６１】（実施の形態９）図１４は、本発明の実施
の形態８にかかる画像表示装置の要部を模式的に示す断
面図である。
【０１６２】この画像表示装置は、画素電極５５，ＴＦ
Ｔ等が形成された基板５１と液晶材料部５３との間に、
赤色の発光スペクトルを有する発光材料部（赤色発光材
料部）８５と、対向透明電極８８と画素透明電極９０
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（ＴＦＴ等あり）が形成された透明基板８９と、緑色の
発光スペクトルを有する発光材料部（緑色発光材料部）
８６と、対向透明電極９１と画素透明電極９３（ＴＦＴ
等あり）が形成された透明基板９２と、青色の発光スペ
クトルを有する発光材料部（青色発光材料部）８７と、
対向透明電極９４と液晶材料部駆動用の画素透明電極９
９（ＴＦＴ等あり）が形成された透明基板９５と、反射
部と透過部とを有する反射板（半透過半反射板）７６と
を有する。図おいて、８１はＴＦＴ等と接続された駆動
用ＩＣである。
【０１６３】半透過半反射板７６は、図１５に示すよう
に、透明基板９６上に凹凸状の反射部９７が形成された
ものであり、反射部９７が形成されていない部分が透過
部９８となっている。反射部９７（または透過部９８）
の単位面積は、単位画素面積の１／２になっている。透
過部と反射部は、図１５に示すように略同一高さであっ
てもよいが、反射部を底上げ（反射部上の液晶材料部の
厚みが透過部上の液晶材料部の厚みの略１／２となるよ
うに）した反射板を用いてもよい（図１６参照）。この
ようなマルチギャップ構造であれば、透過部と反射部の
光路差が小さくなり、一層良好な画像表示を行える。ま
た、反射部として凹凸形状に基づく光散乱性を利用した
ものを用いているが、このようなものに限定されず、各
種の光散乱性を備えた反射部であってもよい。
【０１６４】上記構成の画像表示装置は、例えばつぎの
ようにして画像表示を行う。まず、外光の豊富な環境下
では、反射型液晶表示モード、すなわち発光材料部が発
光しないように液晶材料部を駆動させて画像表示を行
う。一方、外光が乏しい環境下では、発光材料部の各層
８５，８６，８７を時分割で駆動させ、この時分割駆動
に合わせて液晶材料部５３を駆動（液晶材料部を光透過
状態に）することにより、フルカラー画像表示を行う。
このとき、画素面積を従来の反射透過型兼用液晶表示装
置の３倍使用できるので、コントラストが良好で明る
く、色再現範囲の広い画像表示を行うことができる。す
なわち、３色のカラーフィルタ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を並設し
た従来の反射透過型兼用液晶表示装置は画素数の増大に
伴い表示品位の低下が顕著に見られていたが、上記構成
のように各色発光材料部８５．８６，８７を基板の対向
方向と同一の方向に積層すれば、画素面積を３倍にでき
るので、高い表示品位を実現した画像表示装置となる。
【０１６５】上記構成の画像表示装置であっても、外光
検出部を有する自動選択手段等を取り付ければ、自動的
に外光条件等に応じた画像表示装置を行える。
【０１６６】なお、上記ではアクティブ素子としてＴＦ
Ｔを用いたが、本発明はこれに限定するものではなく、
２端子タイプの薄膜ダイオード素子を用いてもよい。Ｔ
ＦＴの半導体層としては、アモルファスシリコンに限ら
ず、高温プロセスのポリシリコンやレーザーアニールに
よる低温プロセスのポリシリコン等を用いてもよい。
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【０１６７】また、アクティブ素子を用いたアクティブ
マトリックス駆動ではなく、ストライプ状電極を用いた
単純マトリックス駆動を採用してもよい。
【０１６８】（実施の形態１～９に関連するその他の事
項）各形態では、液晶材料部にＴＮ液晶材料を用いた例
について説明したが、本発明はこれに限定するものでは
なく、高分子分散型液晶材料、ポリマーネットワーク型
液晶材料、ゲスト－ホスト液晶材料等を用いてもよい。
【０１６９】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明による
と、従来の液晶表示装置の問題点を解消し、外光条件や
画像の種類等によって、コントラスト、明るさ、色再現
範囲等が低下せず、高い表示品位を実現した画像表示装
置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１にかかる画像表示装置の要部を模
式的に示す断面図である。
【図２】液晶材料部の等価回路である。
【図３】発光材料部を模式的に示す断面図である。
【図４】発光材料部の等価回路である。
【図５】外光検出部を有する自動選択手段を取り付けた
場合の選択画像表示方法を説明するための説明図であ
る。
【図６】画像識別部を有する自動選択手段を取り付けた
場合の選択画像表示方法を説明するための説明図であ
る。
【図７】実施の形態２にかかる画像表示装置の要部を模
式的に示す断面図である。
【図８】実施の形態３にかかる画像表示装置の要部を模
式的に示す断面図である。
【図９】実施の形態４にかかる画像表示装置の要部を模*
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*式的に示す断面図である。
【図１０】実施の形態５にかかる画像表示装置の要部を
模式的に示す断面図である。
【図１１】実施の形態６にかかる画像表示装置の要部を
模式的に示す断面図である。
【図１２】実施の形態７にかかる画像表示装置の要部を
模式的に示す断面図である。
【図１３】実施の形態８にかかる画像表示装置の要部を
模式的に示す断面図である。
【図１４】実施の形態９にかかる画像表示装置の要部を
模式的に示す断面図である。
【図１５】透過部と反射部とを有する反射板（半透過半
反射板）の一例を模式的に示す断面図である。
【図１６】半透過半反射板の他の例（マルチギャップ構
造）を模式的に示す断面図である。
【符号の説明】
１    第１の基板
２    第２の基板
３    液晶材料部
４    発光材料部
５    液晶材料部用の画素電極
６    発光材料部用の画素電極（陽極）
７    配向膜
８    シール部
９    駆動用ＩＣ
１０    駆動用ＩＣ
１１    偏光板
１２    バックライト
１３    液晶材料部用の対向透明電極
１４    発光材料部用の対向透明電極（陰極）
１５    偏光板

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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摘要(译)

要解决的问题：通过消除问题，提供一种图像显示装置，该装置通过外
部光的条件，图像的种类等，实现高显示质量而不降低对比度，亮度，
色彩再现范围等。传统的液晶显示装置。解决方案：图像显示装置具有
由有机化合物构成的发光材料部分3和位于一对基板1和2之间的液晶材料
部分4.可以根据需要选择是否通过使用发光材料部分3或液晶材料部分
4。


